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学生に対する評価

聴覚障害教育指導法Ⅰ
宍戸　和成

聾学校における教員経験をもつ教員が指導法について指導する。

特別支援教育領域に関する科目

心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目（中心領域：聴）

DP2.共生社会創造のために、教育、福祉、環境、国際関係、スポーツ身体表現、等の専門的知見を得ることができる（専門知）
DP4.個人や社会にとって必要な課題の解決のため、自律的な課題探究能力を身につけ実践することができる（実践力）

授業のテーマ及び到達目標

①日本音響学会編　「音のなんでも小事典」講談社　978-4-06257-1500
②四日市　章　編著　「リテラシーと聴覚障害」コレール社　978-4-87637-7114
③特別支援学校学習指導要領等（平成29年4月公示・平成31年2月公示）
　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/main/1386427.htm
④文部科学省初等中等教育局特別支援教育課　『障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの
充実に向けて～』
　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1340250_00001.htm

スクーリング評価（25％）、レポート評価（25％）、科目修得試験（50％）

【授業のテーマ】
特別支援教育においては、それぞれの障害や個人の実態等に応じた指導がより一層重視されている。本授業では、聴覚障害の特性、聴覚障害
のある子どもの発達や教育システムについて学習することをねらいとする。本授業の受講によって、聴覚障害教育に関するより専門的な内容を
理解しようとする意欲の喚起が期待される。学生には、この教育に関する基礎的・基本的な知識に加え、聴覚障害児の自立を促すための教育や
支援について、その現状や課題に対する関心を高め、この教育を主体的に学ぶきっかけとしたい。

【到達目標】
①聴覚障害や聴覚障害教育について考える際には、身近な事柄と関連させるなどして、自分にも関係のある事柄として説明できるようにするこ
と
②聴覚障害や聴覚障害教育に関する基礎的・基本的な知識を基に、聴覚障害のある子どもの自立について、自分なりに考えることができるよう
になること

本授業では、まず、身近にある音について関心をもってもらう。そして、身近にある音が聞こえないということは、自分にどのような困難さを生じる
かについても、想像を深めて理解してもらう。また、聞こえにくさについても、様々な状態があることから、それらを理解するとともに、聞こえにくい
ことが日常生活にどのような影響を及ぼすかを考え、聴覚障害の状態を改善・克服することの難しさを想像する。
具体的には、聞こえの状態、発達上の特徴や課題について学ぶとともに、聴覚障害特別支援学校(聾学校)や難聴特別支援学級、通級指導教室
(聞こえの教室)といった各教育機関の成立経緯や役割、教育・指導上の特徴等について、本授業を通じて学習する。
また、教育課程の基準として学習指導要領等が設けられているので、その変遷や教育的対応の移り変わり、折々の改訂時の中心的課題等につ
いても考える。
さらに、教育課程編成における自立活動の位置づけや各教科等との関連を中心に、その教育理念や指導方法について学習するとともに、併せて
それらを巡る今日的課題についても把握する。

第１回　聴覚障害とは　－音の特性と聞こえの仕組み－
第２回　聴覚障害とは　－聞こえにくさの要因とその特徴－
第３回　聴覚障害とは　－発達段階に応じた聞こえにくさの影響－
第４回　聴覚障害教育の歴史と理念①　－聾学校の役割と教育内容－
第５回　聴覚障害教育の歴史と理念②　－特別支援学級(特殊学級)と通級による指導－
第６回　児童福祉施設と聾学校等との連携協力　－乳幼児期と学童期－
第７回　聴覚障害教育における教育課程の意義と方法　－学習指導要領等の変遷と現状－
第８回　聴覚障害の子どもの発達課題と指導・支援　－認知・知的発達と支援－
第９回　聴覚障害の子どもの発達課題と指導・支援　－言語・コミュニケーションの発達と支援－
第１０回　聴覚障害の子どもの発達課題と指導・支援　－読み書き能力の発達と支援－
第１１回　聴覚障害の子どもの発達課題と指導・支援　－対人関係・社会性の発達と支援－
第１２回　聴覚障害の子どもへの早期からの教育的対応
第１３回　聴覚障害の子どもへの後期中等教育　－情報保障と社会自立－
第１４回　聴覚障害教育とインクルーシブ教育システム
第１５回　聴覚障害教育における今日的課題　－特に、指導法の探求を－
科目修得試験

スクーリングでの学修

スクーリング(オンデマンド)では、第７回から第１１回の内容を包括的に扱うとともに、第１２回から第１５回の要点を概説する。

①宍戸和成/原田公人/庄司美千代【編】(2023)　「聴覚障害教育の基本と実践」慶應義塾大学出版会　978-4-7664-2862-9
②宍戸和成　(2023)　「子どもから学び、子どもに返す」ジアース教育新社　978-4-86371-662-9


